
名称：

木構造（　　　　Ｆ） 　　　　　　　　㎡　・在来軸組み工法 ・伝統的工法 ・２Ｘ４工法

＜耐震診断時＞１ＦＸ方向 １ＦＹ方向 ２ＦＸ方向 ２ＦＹ方向 ３ＦＸ方向 ３ＦＹ方向
（・一般診断）

耐震診断評点 （・精密診断）
＜改修計画後＞１ＦＸ方向 １ＦＹ方向 ２ＦＸ方向 ２ＦＹ方向 ３ＦＸ方向 ３ＦＹ方向
（・一般診断）
（・精密診断）
部位 診断時：種類 改修後：種類
屋根

耐力壁①
主な耐震改修内容

耐力壁②

耐力壁③

基礎

その他

地盤の確認方法 方法 ・ｵｰｶﾞｰﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ ・試験掘りによる地層の簡易判別法 ・その他
(小規模建築物基礎設計の手引きより）

壁が一体となって地震に抵抗する立証方法
・ 床倍率(品確法による)
・ 分割した全ての部分で１以上を確保



<別紙　2>

要綱に定める地盤の確認方法について

書式験掘りによる地層の簡易判別法
小規模建薬物基礎設計の手引きより
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硬 �5h887�8ｸ/�ｺﾘ*ﾙG�/�,X.h*H.(*ﾘ�(.ｨ.��力いっぱい回すとようやく滞れる 唐ﾓ�R�10 

種硬 �,(.�,ﾘ+X*ｨ*����掘進不能 ��ｳX決�2�20 

也 下 求 育 上 め 珍 I 土 儖��ﾘ,�.H.�*"�孔壁が切れやすく､深い足跡ができる 儘Y�(*ｩ_ﾈ.ｨ.(+x*ﾚI��怦*ｩx�+�.��5以下 �8決岑��"�

ゆるい �5h887�8ｸ,YvX更,���.ｨ.��容易に1戊れる 迭ﾒﾓ���5+2 
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注)書1　過大な沈下に注*を羊す
*2　地震時の液状化に注意を下す

土の分類El本JI案学会r連養益礎設計のための地丁桝生計tif指針(1985)による

0.074以下の細粒土 兒ｩK��

20一以下 俚ｸ��7��

20%を虎え50%乗濃 �(g'�7��

501以上 僞9�ｹ7��

建築物の暮礎の場合は砂Jt土か粘性土(中間土は粘性土に含める)
の区別で十分な場合が多い


